
 

令和３年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【 宮城県 】 

学校名【 白石市立白石第一小学校 】 

１実践テーマ Ⅱ･Ⅳ･Ⅴ  

２実施対象者 

（学年･人数） 
第６学年・５９名 

３展開の形式 （１） 学校における活動 

① 教科名（ 総合的な学習の時間 ） 

② 行事名（       ） 

③ その他（       ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（ベラルーシ新体操ナショナルチーム事前合       

      宿及びオリンピック報告会） 

② その他  （        ） 

４ 目 標  

 （ねらい） 

ベラルーシ新体操ナショナルチームとの交流を通して，日本や

外国の文化を理解し，国際的な視野と感覚及び外国の人々の生活

や文化を尊重する態度を養うと共におもてなしの心の醸成を図

る。 

５ 取組内容 １ 応援メッセージボード作成（総合的な学習の時間） 

 ・ベラルーシについて調べる。（国の様子，言語，文化等） 

 ・オリンピック新体操について調べる。 

 ・応援メッセージボードを作成する。（日本語，ロシア語，ベ

ラルーシ語，英語で作成） 

 ・白石市まちづくり推進課に依頼し，練習会場（ホワイトキュ

ーブ）に掲示していただいた。 

 
２ 歓迎セレモニー（オンライン）への参加（地域における活動） 

 ・白石市，柴田町，立川市主催のセレモニーに希望者４名が参

加した。 

 ・歓迎の言葉及びダンスを披露した。 

 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



 
３ 練習見学（地域における活動） 

 ・公開練習会の見学に希望者３０名が参加した。（夏休み中の

ため） 

４ オリンピック報告会への参加（地域における活動） 

・オリンピック終了後の報告会に希望者１０名が参加した。

（夏休み中のため） 

 
 

６ 主な成果 

 

オリンピックに出場する選手と交流することができたことは，

児童にとって大変貴重で学びの多い機会となった。ベラルーシ新

体操ナショナルチームとの交流を通して，児童はベラルーシ国の

人々の様子や文化を知るとともに，自分の住む街に訪れる外国の

方々をおもてなししようとする心を育むことができた。 

７実践において

工夫した点 

（事業の特色） 

・白石市で事前合宿を行ったベラルーシ新体操ナショナルチー    

ムとの直接的な交流を題材にしたこと。 

・白石市まちづくり推進課及び教育委員会と連携をし，活動全般

にわたって支援を受けながら実践したこと。 

８主な課題等  コロナ禍ということで，近距離での直接的交流ができなかった

ことが残念であった。また，オリンピック選手を近くで見ること

ができるということが児童の活動への意欲を高めた主要因であ

るため，次年度以降の活動については，児童の意欲を高める教師

側の工夫が必要である。 

９来年度以降の

実施予定 

 総合的な学習の時間において，国際理解についての学習は今後

も継続していく。ベラルーシ国については，今年度のように大き

く扱うことはしないが，白石市と関係が深い国として扱っていく

予定である。 

 


